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U

u
覧
く
だ
さ
い

市
の
家
計
簿

　

このほど市の平成フ年度会計決

算がまとまりました。決算状況を

図表を使って紹介します。

一般会計

歳
出

　

歳
出
は
、
百
三
十
七
億
五
百
四

十
七
万
九
千
円
（
前
年
度
比
こ
・

一
ぺ
‥
増
）
で
す
。
目
的
別
で
は
民

生
費
（
一
六
・
五
い
‥
）
農
林
水
産

業
費
（
一
四
・
〇
‥
‥
）
総
務
費

（
一
三
・
六
い
‥
）
土
木
費
（
一

二
・
七
ド
）
な
ど
が
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
。
市
制
四
十
周
年
記
念

事
業
の
終
了
な
ど
で
、
総
務
費
と

商
工
費
は
前
年
度
よ
り
も
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。
目
的
別
決
算
は
事

業
の
種
類
・
量
に
よ
っ
て
毎
年
、

金
額
が
変
動
し
ま
す
。

　

性
質
別
決
算
で
は
、
投
資
的
経

費
の
建
設
事
業
費
が
最
も
大
き
く

二
五
・
九
い
‥
で
す
。
以
下
、
人
件

費
二
I
・
ニ
に
、
物
件
費
一
一
・

五
に
、
扶
助
費
一
一
・
四
～
、
公

債
費
九
・
九
ド
な
ど
で
す
。

オープン化された市民課窓口

目
的
別
決
算
額

主な普通建設事業

◆地域農業基盤確立農業構造◆青島工業団地整備事業◆団体営農道整備事業

　

改善事業……2億5，502万円………………1億3，690万円…………………8，050万円

◆市単道路整備事業◆開成中学校大規模改造事業◆市民課オープン化事業

　

………………2億5，456万円………………1億1，815万円…………………7，532万円

◆市単河川改良事業◆県営土地改良事業補助◆大野公民館改装工事

　

………………1億5，607万円…………………9，608万円…………………7，386万円

◆林業地域総合整備事業◆農村基盤総合整備事業◆春日保育園用地取得事業

　

………………1億5，106万円…………………8，073万円…………………7，111：万円

歳出を市民一人当たりで計算すると32万9，308円

総務費

44，727円

民生費

54，332円

土木費

41，787円

誹水産額

45，939円

教育費

37，419円

衛生費

28，006円

商工費

18，550円

公債費

32，667円

消防費

12，318円

その捕

議会費

労働昔

災害

復旧費

13，563円



歳
入

　

歳
入
総
額
は
百
四
十
三
億
六
千

三
百
九
十
こ
万
円
（
前
年
度
比

三
・
一
に
増
）
。
自
主
財
源
の
大

黒
柱
で
あ
る
市
税
は
、
こ
七
・
一

に
‐
‥
を
占
め
て
い
ま
す
。
固
定
資
産

税
の
堅
調
な
伸
び
に
支
え
ら
れ

て
、
前
年
度
比
四
こ
云
‥
増
に
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
ト
ッ
プ
は
前
年
同
様
に

地
方
交
付
税
で
、
全
体
の
三
三
・

六
に
で
す
。
次
い
で
市
税
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
地
方
交
付
税
は

自
主
財
源
が
乏
し
い
自
治
体
に
対

し
て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　

市
債
は
市
の
借
入
金
で
す
。
七

年
度
末
の
市
債
（
一
般
会
計
）
現

在
高
は
八
十
七
億
円
余
り
で
す
。

校学中成開

額
算

決
計

会業
企 業

事
道
水

収
支

収
益
的

収
支

資
本
的

歳入1億1，646万円

歳出1億1，558万円

差引88万円

歳入7，162万円

歳出7，937万円

差引△775万円

●
自
主
財
源
市
税
、
財
産
収
入

　

諸
収
入
な
ど
市
が
自
分
で
確
保

　

で
き
る
財
源

●
依
存
財
源
地
方
交
付
税
、
国

　

・
県
支
出
金
な
ど
市
以
外
に
依

　

存
し
て
い
る
財
源

特別会計決算額
国民健康保険事業

歳入24億5，551万円
歳出23億4，692万円

差引1億859万円

老大保健事業

歳入36億4，721万円

歳出36億4，721万円
差引O万円

簡易水道事業

歳入6，008万円

歳出5，281万円

差引727万円

農業集落排水事業

歳入9億6，428万円

歳出9億6，428万円

差引O万円

市
税
の
内
訳

市民一人当たりの市税負担額9万3．537円

市民税

42，385円

固定資産税

41，830円

軽自動車税

1，442円

たばこ税

4，299円

都市計画税

3，560円

特
別
土
地
保
有
税

入
湯
税

21円



大
彗
「
涼
み
所
」
J
r

夏
真
つ
盛
り
の
八
月
。

ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
部
屋
の
中
に
ぼ
か
り

い
な
い
で
、
外
に
出
て
心
地
よ
い
汗
を
か

き
、
水
辺
や
木
陰
な
ど
に
涼
を
求
め
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

1義景公園（泉町）

　

朝倉義景の墓所南側にあります。木立に囲ま

れ、水琴窟や湧水池もある日本風の静かな公園。

落ち着いた雰囲気の休憩所もあり、水琴窟の音

角や清水は涼しさいっぱいです。

芦魚止（西勝原）

　

九頭竜川と打波川の合流点のやや上流にあ

ります。岩で川がせき止められた状態になり、

魚が遡上できないためこの名前が付いていま

す。大正時代まではマスやアユの好漁場でし

た。国道からの新入路や駐車場・遊歩道も完

備しています。

アレ霧降の滝（下打波）

　

国道158号沿いにあり、水量豊富で夏でも

枯れることがありません。「谷間のやすらぎ」

としてベンチなども整備され、ドライバーに

親しまれています。表紙と表紙のことば参照。



2
黒
谷
観
音
参
道
（
下
黒
谷

　

杉
並
木
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
参
道
で
す
。
こ
こ
に

安
置
さ
れ
て
い
る
「
な
で
仏
」
は
、
自
分
の
病
に
あ

た
る
を
部
分
な
で
れ
ば
不
治
の
病
も
治
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

j）志目木谷の親水スポット（宝慶寺）

　

宝慶寺の手前左にある志目木谷川の入り口約

80似に造られています。高さ1航くらいの人工

の滝が5つあり、小さな子供たちでも放流した

魚が釣れるようになっています。さらに上流

100航も整備される予定です。

う国道158号沿いの「水辺のいこい」（西勝原）

　

荒島岳から流れる出る谷川を利用して、国道158

号の西勝原第三発電所の少し手前に憩いのスペース

が整備されています。小さな人工の滝や水飲み場も

あり、ドライバーによく利用されています。

尽
仏
御
前
の
滝
（
仏
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

I
I
I
・
j
I

　

荒
島
岳
か
ら
流
れ
出
し
、
仏
原
ダ
ム
に
注
ぐ
最
尻
谷
に
あ

る
滝
。
三
段
に
な
っ
て
い
て
、
落
差
は
約
百
□
も
あ
り
ま
す
。

名
前
は
平
清
盛
に
愛
さ
れ
た
仏
御
前
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。

国
道
1
5
8
号
か
ら
は
遊
歩
道
で
約
こ
十
分
。

　　　　　　　　　　　　　

j’Ljしゝり。4卜日の谷堰堤汗若牛子）？犬゛整備中

　

麻那姫湖の若生子大橋を渡った右手に現在建設中です。堰堤下流部は自

然石を使い、水遊びの場として利用できます。また、休憩所や遊歩道も整

備される予定です。工事中は危険ですからあまり近づかないでください。



発
掘
C
ま
せ
ん
か
あ
な
た
の
力

市
職
員
・
消
防
職
員
募
集

　

大
野
市
と
大
野
地
区
消
防

本
部
で
は
、
平
成
九
年
四
月

採
用
の
職
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

顛
醐
目
I
U

採
用
予
定
人
員
【
一
般
職
】
事

　

務
＝
六
人
、
技
術
＝
土
木
一
人

　

・
建
築
一
人
・
栄
養
士
一
人

　
　

（
栄
養
士
免
許
取
得
者
ま
た
は

　

平
成
9
年
3
月
3
1
日
ま
で
に

　

取
得
見
込
み
者
）
・
保
母
ま
た

　

は
保
父
一
人
（
保
母
資
格
取
得

　

者
ま
た
は
平
成
9
年
3
月
3
1
日

　

ま
で
に
取
得
見
込
み
者
）

　
　

【
業
務
職
】
調
理
師
二
人
（
調

　

理
師
免
許
取
得
者
ま
た
は
平
成

　

9
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
取
得

　

見
込
み
者
）

受
験
資
格
「
一
般
職
」
＝
昭
和

　

4
7
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
4

　

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　

人
【
業
務
職
】
＝
昭
和
4
7
年

　

4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
4
年
4
月

　

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
程
【
一
次
試
験
】
教
養

　

試
験
・
事
務
適
性
検
査
・
作
文

　

試
験
＝
9
月
2
2
日
面
大
野
高

　

校
「
二
次
試
験
」
口
述
試
験
．

　

健
康
審
査
＝
1
0
月
2
0
日
⑧

受
付
期
間
8
月
5
日
⑥
か
ら
1
9

　

日
⑧
ま
で
（
郵
送
は
1
9
日
の
消

　

印
ま
で
有
効
）

申
込
方
法
市
総
務
課
職
員
係
に

　

あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

　

事
項
を
明
記
の
う
え
写
真
を
は

　

っ
て
提
出
。
郵
便
で
申
込
用
紙

　

を
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の

　

表
に
「
〇
〇
職
試
験
申
込
書
請

　

求
」
と
朱
書
き
し
、
あ
て
先
を

　

明
記
し
て
1
3
0
円
切
手
を
同

　

封
の
う
え
、
〒
9
1
2
福
井
県

　

大
野
市
天
神
町
l
l
l
大
野
市

　

役
所
総
務
課
職
員
係
へ
送
付

問
合
せ
先
市
役
所
総
務
課
職
員

　

係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
2

　

2
3
）
ま
で

r
m
｀
に
』
Ｅ

採
用
予
定
人
員
消
防
職
三
人

受
験
資
格
昭
和
4
6
年
4
月
2

　

日
か
ら
昭
和
5
4
年
4
月
1
日

　

ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

試
験
日
程
【
一
次
試
験
一
教
養

　

試
験
・
適
性
検
査
・
作
文
試
験

　

＝
9
月
2
2
日
⑥
大
野
高
校

　
　

【
二
次
試
験
一
口
述
試
験
・
身

　

体
検
査
・
体
力
検
査
＝
1
0
月
1
9

　

日
缶
大
野
地
区
消
防
本
部

受
付
期
間
8
月
5
日
⑧
か
ら
1
9

　

日
⑧
ま
で
（
郵
送
は
1
9
日
の

　

消
印
ま
で
有
効
）

申
込
方
法
大
野
地
区
消
防
本
部

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

　

を
明
記
の
う
え
写
真
を
は
っ
て

　

提
出
。
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請

　

求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

　

「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
請

　

求
」
と
朱
書
き
し
、
あ
て
先
を

　

明
記
し
て
1
3
0
円
切
手
を
同

　

封
の
う
え
、
〒
9
1
2
福
井
県

　

大
野
市
天
神
町
7
1
1
4
大
野

　

地
区
消
防
本
部
総
務
課
へ
送
付

問
合
せ
先
大
野
地
区
消
防
本
部

　

総
務
課
（
豊
6
6
．
0
1
1
9

　

内
線
2
2
2
）
ま
で

社
会
人
の
採
用
試
験

　

市
で
は
、
社
会
人
を
対
象
に
平

成
九
年
四
月
採
用
の
職
員
を
別
に

募
集
す
る
予
定
で
す
。

採
用
予
定
人
員
【
一
般
職
】
事

　

務
二
人

受
験
資
格
高
校
卒
業
程
度
の
学

　

力
を
有
す
る
男
女
で
、
就
業
歴

　

が
5
年
以
上
あ
る
昭
和
4
0
年

　

4
月
2
日
か
ら
昭
和
4
7
年
4

　

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　

試
験
日
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
広
報
お
お
の
十
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

効
率
的
な
部
課
の
配
置
に

　
　

市
庁
舎
増
築
に
着
工

完
成
は
十
一
月
下
旬

　

市
庁
舎
が
手
狭
に
な
っ
た
た

め
、
こ
の
ほ
ど
増
築
工
事
に
取
り

か
か
り
ま
し
た
。
場
所
は
現
庁
舎

裏
の
元
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
跡
地

で
す
。

　

建
物
は
、
重
量
鉄
骨
二
階
建
て

延
べ
約
千
二
百
五
十
平
方
□
。
二

階
部
分
が
渡
り
廊
下
で
現
庁
舎
と

つ
な
が
り
ま
す
。

　

増
築
部
分
に
は
、
議
会
関
係
と

下
水
道
課
、
行
政
委
員
会
事
務
局

会
議
室
、
書
庫
な
ど
の
部
屋
が
設

け
ら
れ
ま
す
。
四
月
の
機
構
改
革

に
よ
り
部
制
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

が
、
現
庁
舎
で
は
同
じ
部
内
で
も

課
の
部
屋
が
離
れ
て
い
る
場
合
も

あ
り
ま
し
た
。
増
築
後
は
こ
れ
ら

の
部
課
が
効
率
的
に
配
置
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
今
ま
で
は
会
議
を
す

る
場
合
に
も
庁
舎
内
に
会
議
室
が

少
な
く
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
解
消
さ
れ

ま
す
。

　

十
一
月
下
旬
完
成
予
定
で
、
現

庁
舎
を
含
め
て
全
体
的
な
部
課
の

配
置
変
え
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
十
二
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

工事が進む庁舎裏



エキサイティング

スポーツ

情χjll

7局限ぎ岑聳i民芸蓄i面回獣示陽回聾難雁球辰

藩；16自呈百米享童薮弐野可支i涙芸蒼米芸碓鵬ヲ

　

六
月
十
六
日
敦
賀
市
で
行
わ
れ

た
第
十
六
回
全
日
本
学
童
軟
式
野

球
交
流
大
会
県
大
会
に
お
い
て
、

阪
谷
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部
が

見
事
優
勝
を
飾
り
、
全
国
大
会
へ

の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

阪
谷
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ナ
イ
ン

は
、
持
ち
味
の
強
力
打
戦
と
機
動

力
で
次
々
と
勝
ち
進
み
、
決
勝
戦

で
は
、
春
江
チ
ー
ム
を
十
一
対
八

で
下
し
て
の
優
勝
で
し
た
。

　

昨
年
の
夏
に
新
チ
ー
ム
を
結
成

し
て
以
来
負
け
知
ら
ず
で
、
全
国

大
会
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

団
員
は
清
水
宗
治
監
督
（
不
動

堂
）
の
下
、
全
国
大
会
へ
向
け
て

猛
練
習
の
真
っ
最
中
で
す
。
キ
ャ

プ
テ
ン
の
久
保
渉
君
（
八
町
）
は

「
力
を
出
し
切
っ
て
頑
張
っ
て
き
ま

す
」
と
力
強
く
決
意
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
、
八
月
三
日
に
茨

城
県
水
戸
市
で
始
ま
り
ま
す
。

●
B
＆
G
水
泳
大
会

日
時
9
月
8
日
⑧
午
前
9
時

場
所
市
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象
小
学
生
・
幼
児
と
保
護

　

者
・
一
般

種
目
自
由
形
・
平
泳
ぎ
・
背
泳

　

ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
・
板
キ
ッ
ク

締
切
8
月
3
0
日
参
ま
で
に
保
険

　

料
4
0
0
円
を
添
え
て

申
込
・
問
合
せ
先
市
B
＆
G
海

　

洋
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
4
・
1
3
1

　

1
）
ま
で

●
奥
越
マ
ラ
ソ
ン
和
泉
大
会

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

日
時
1
0
月
1
3
日
旬
開
会
式
午

　

前
1
0
時
4
5
分
雨
天
決
行

会
場
九
頭
竜
国
民
休
養
地

種
目
【
2
j
】
親
子
の
部
（
小

　

学
1
・
2
年
と
3
・
4
年
の
部
）

　

・
小
学
男
女
（
5
年
生
以
上
）

　
　

【
3
j
】
中
学
男
女
・
3
0
歳
以

　

上
女
子
・
5
0
歳
以
上
男
子
【
5

　

j
】
2
9
歳
以
下
男
子
・
3
0
歳
代

　

男
子
・
4
0
歳
以
上
男
子
・
一
般

　

女
子
［
1
0
ご
・
2
0
よ
］
一
般

　

男
女

参
加
資
格
小
学
生
以
上
（
1
8
歳

　

未
満
は
保
護
者
の
同
意
）

参
加
料
親
子
＝
1
0
0
0
円

　

小
・
中
学
生
＝
4
0
0
円
高

　

校
生
＝
5
0
0
円
一
般
＝
1

　

0
0
0
円
（
傷
害
保
険
料
含
む
）

申
込
方
法
所
定
の
中
込
用
紙
に

　

参
加
料
を
添
え
て
。
郵
送
の
場

　

合
現
金
書
留
ま
た
は
郵
便
小
為

　

替
同
封
で
（
参
加
費
の
切
手
で

　

の
代
納
は
不
可
）

締
切
9
月
H
日
⑥
午
後
5
時

　

（
郵
送
は
9
月
1
3
日
聡
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先
市
教
育
委
員

　

会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
〒
9
1
2
大

　

野
市
天
神
町
1
－
l
a
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
5
3
1
）
ま
た

　

は
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政

　

事
務
組
合
（
〒
9
1
1
勝
山
市

　

片
瀬
町
1
－
4
0
2
容
8
8
・

　

2
7
6
0
）
ま
で

ダ施設｀

スポット

⑨真名川憩いの島

　

真
名
川
憩
い
の
島
は
、
富
田
大

橋
を
挟
ん
だ
真
名
川
の
河
川
敷
に

あ
る
約
十
一
片
の
ス
ポ
ー
ツ
を
主

体
と
し
た
憩
い
の
公
園
で
す
。
平

成
三
年
度
か
ら
三
ヵ
年
計
画
で
整

備
し
平
成
六
年
三
月
に
完
成
し
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
ー
サ
ッ
カ
ー
場
を
再

整
備
し
、
新
た
に
野
球
場
・
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
（
四
面
）
・
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
（
十
八
ホ
ー

ル
）
・
自
由
広
場
・
軽
ス
ポ
ー
ツ

広
場
を
設
置
し
、
駐
車
場
や
管
理

棟
、
便
所
も
設
け
ま
し
た
。
さ
ら

に
サ
ッ
カ
ー
場
に
は
ナ
イ
タ
ー
設

備
も
あ
り
、
夜
間
の
使
用
も
可
能

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
県
民
長
寿
祭
や
体

力
づ
く
り
県
民
大
会
を
は
じ
め
、

市
や
県
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
数
多

く
開
催
し
て
い
ま
す
。
七
月
に
は

県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

祭
が
開
催
さ
れ
、
九
月
一
日
に
は
、

県
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
野
球
や
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の

市
民
の
大
会
や
練
習
に
も
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
コ
ー
ス
も

あ
り
、
近
年
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
と
と
も
に
毎
日
の
よ
う
に

愛
好
者
が
訪
れ
、
プ
レ
ー
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
管
理
棟
で
は
、
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
家
族
そ
ろ
っ

て
い
つ
で
も
気
軽
に
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
が
楽
し
め
る
よ
う
に
、
練
習

の
た
め
の
用
具
を
無
料
で
貸
し
出

し
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

使
用
期
間
四
月
～
十
一
月

使
用
申
込
・
問
合
せ
先
市
教
育

　

委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
豊
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
5
3
1
）
ま

　

で



ダンベル体操

一
日
わ
ず
か
な
時
間
で

　
　

健
康
づ
く
り
と
ス
ト
レ
ス
解
消

　

ダ
ン
ベ
ル
体
操
が
若
い
人
か
ら
中
高
年
の
人
ま
で
静
か

な
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
の
を
知
つ
て
い
ま
す
か
。
費
用

も
あ
ま
り
か
か
ら
ず
、
短
時
間
で
家
庭
で
も
手
軽
に
で
き

る
こ
と
が
人
気
の
秘
密
で
す
。
最
近
、
運
動
不
足
ぎ
み
と

感
じ
て
い
る
人
は
、
ダ
ン
ベ
ル
体
操
で
健
康
づ
く
り
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

け
が
や
病
気
の
予
防
に

効
果
的

　

ダ
ン
ベ
ル
体
操
の
一
番
の
魅
力

は
、
手
軽
に
い
つ
で
も
で
き
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
で
い
て
健
康
づ
く

り
に
効
果
的
な
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

ダ
ン
ベ
ル
体
操
で
得
ら
れ
る
効

果
を
具
体
的
に
あ
げ
る
と
、

①
腰
痛
や
肩
こ
り
の
予
防
と
解

　

消
・
け
が
の
予
防

②
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

③
新
陳
代
謝
が
高
ま
り
、
肥
満

　

．
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
な
ど

　

の
予
防
と
改
善
に
つ
な
が
る

　

④
精
神
的
ス
ト
レ
ス
の

　
　

解
消

な
ど
で
す
。

手
首
は
垂
直
で

　
　
　

内
向
き
に

　

ダ
ン
ベ
ル
体
操
は
、
鉄

ア
レ
イ
や
重
さ
の
調
節
が

で
き
る
ダ
ン
ベ
ル
を
二
個

準
備
す
れ
ば
始
め
ら
れ
ま

す
。
重
さ
は
、
一
～
二
い

く
ら
い
か
ら
始
め
ま
し
ょ

う
。
重
す
ぎ
る
と
筋
肉
や

関
節
を
痛
め
る
原
因
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
最
初
か

ら
無
理
を
す
る
の
は
禁
物
で
す
。

　

効
果
的
に
体
操
を
行
う
た
め
に

は
持
ち
方
と
姿
勢
が
大
切
で
す
。

持
ち
方
が
悪
い
と
け
が
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。
背
筋
を
伸
ば
し
た

状
態
で
ダ
ン
ベ
ル
を
持
ち
ま
し
よ

う
。
ま
た
、
ダ
ン
ベ
ル
を
持
っ
た

手
首
を
外
側
に
向
け
た
ま
ま
体
操

を
行
う
と
、
け
ん
や
靭
帯
を
痛
め

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
手
首
は
常

に
垂
直
に
し
ま
し
ょ
う
。
内
側
に

向
け
る
と
さ
ら
に
効
果
的
で
す
。

　

始
め
る
前
に
は
、
準
備
体
操
を

忘
れ
ず
に
。

　

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
試
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
初
め
は
頑

張
り
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

みんなでダンベル体操を

　

市保健センターには、ダンベル体操を

行うグループがあります。現在、仲間を

募集しています。毎月第1・第3水曜日

の午後1時30分から30分程度行います。

鉄アレイは、保健センターで貸し出しま

す。ぜひご参加ください。詳しい問い合

わせは、市保健センターまで。

〈準備体操〉

首まわし

手を組んでのばす 上にのばす 横にのばす

ア4＝レス腱のばし

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（容65－7333）



暮
ら
し
の

ア
ド
バ
イ
ス

乳幼児の
窒息事故に注意

こんにゃく入りゼリーや豆類で、

のどを詰まらせる事故が多発

　

乳
幼
児
が
こ
ん
に
や
く
入
り
ゼ
リ
ー
を
食
べ
て
窒
息
し

た
と
い
う
事
故
が
、
県
外
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
見
、

柔
ら
か
そ
う
に
見
え
る
ゼ
リ
ー
も
、
そ
の
食
べ
方
に
よ
っ

て
は
乳
幼
児
に
大
変
危
険
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ゼ
リ
ー

だ
け
で
な
く
豆
類
な
ど
で
も
同
様
の
事
故
が
起
こ
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
ん
に
や
く
入
り
ゼ
リ
ー

で
死
亡
例
も

　

最
近
、
こ
ん
に
や
く
を
原
料
に

し
た
ゼ
リ
ー
が
市
販
さ
れ
て
い
て
、

健
康
ブ
ー
ム
と
相
ま
っ
て
人
気
商

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
繊
維
質
が
原
因
と
な
っ
て
、

乳
幼
児
が
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
窒
息

す
る
と
い
う
事
故
も
起
こ
っ
て
い

ま
す
。

【
他
県
で
起
こ
っ
た
事
例
】

一
ロ
サ
イ
ズ
の
こ
ん
に
や
く
入

り
ゼ
リ
ー
を
凍
ら
せ
て
、
一
歳

三
ヵ
月
の
子
供
に
食
べ
さ
せ
て

い
た
と
こ
ろ
、
一
口
で
ほ
お
ば

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
て
し
ま
い
、

す
ぐ
に
病
院
に
運
ん
だ
が
四
十

日
後
に
死
亡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
ん
に
や
く
入

り
ゼ
リ
ー
は
、
吸
い
込
ん
だ
勢
い

で
つ
る
り
と
の
ど
に
行
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
意
外
と
弾
力
性
が
あ
り

つ
ぶ
れ
に
く
い
の
で
、
気
管
に
入

る
と
息
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
た
め
に
起
こ
っ
た
事
故
で
す
。

一
口
チ
ー
ズ
や
枝
豆
で
も

　

死
亡
事
故
が
起
こ
り
新
聞
な
ど

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
商
品
に
も

注
意
表
示
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
歳
の
子
供

に
ス
プ
ー
ン
で
食
べ
さ
せ
て
い
た

と
こ
ろ
、
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
た
と

い
う
事
故
も
起
き
て
い
ま
す
。
食

べ
る
と
き
に
は
、
小
さ
く
切
っ
て

与
え
、
食
べ
て
い
る
間
は
な
る
べ

く
親
が
そ
ば
に
付
い
て
い
る
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。
ま
た
暑
い
時
期
、

冷
蔵
庫
で
冷
や
す
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
固
く
な
る
の
で
一
層
の
注

意
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
一
口
サ
イ
ズ

の
チ
ー
ズ
や
枝
豆
、
ナ
ッ
ツ
類
で

も
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
か
ら
、

注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
万

が
I
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
た
ら
、
子

供
の
お
な
か
を
抱
え
込
み
、
頭
を

下
に
し
て
背
中
を
強
く
た
た
き
ま

す
。
取
れ
な
け
れ
ば
直
ち
に
一
一

九
番
す
る
か
、
病
院
へ
行
き
ま
し

よ
’
つ
。

高
齢
者
を
狙
っ
た

悪
徳
商
法
に
ご
注
意

　

最
近
、
市
内
で
も
高
齢
者
を
狙

っ
た
悪
徳
商
法
が
横
行
し
て
い
ま

す
。
特
に
S
F
商
法
（
催
眠
商
法

＝
会
場
に
人
を
集
め
日
用
品
な
ど

を
無
料
で
配
り
、
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
て
最
後
に
高
額
商
品
を
売
り

つ
け
る
商
法
）
が
非
常
に
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
不
審
に
思
う
よ
う
な

場
合
は
、
そ
の
よ
う
な
会
場
に
絶

対
行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
狙
っ
た

悪
徳
訪
問
販
売
も
市
内
で
横
行
し

て
い
ま
す
。

　

も
し
、
契
約
し
て
し
ま
つ
た
ら
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
契
約
を
し
た

日
を
含
め
て
八
日
以
内
に
解
約
を

申
し
出
る
簡
易
書
留
は
が
き
を
出

す
）
を
す
る
か
、
泣
き
寝
入
り
せ

ず
、
市
の
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

消費生活に関するご相談は消財相談センターへ・豊66・1111内線463
0阿玲恥

生活環：筧るIOI



■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

ワ
ー
イ
、
僕
の
カ
ブ
ト
ム
シ

＜1るー・39登場 越前こぶし組

人
力
車
で
大
野
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

　

越
前
こ
ぶ
し
組
は
「
大
野
に
人

力
車
を
走
ら
せ
る
と
お
も
し
ろ
い

の
で
は
」
と
の
発
想
か
ら
、
市
内

の
若
者
を
中
心
に
昨
年
の
三
月
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
静
岡
県
松
崎

町
で
人
力
車
を
走
ら
せ
て
い
る
ニ

ュ
ー
ス
を
聞
い
て
、
さ
っ
そ
く
同

町
を
視
察
。
ぜ
ひ
大
野
で
も
と
準

備
を
始
め
、
十
二
月
に
同
県
の
伊

東
市
に
二
人
乗
り
の
人
力
車
一
台

を
発
注
し
ま
し
た
。
一
台
百
七
十

万
円
と
自
動
車
並
み
の
値
段
で
す
。

購
入
資
金
は
す
べ
て
会
員
の
出
資

金
や
趣
旨
に
賛
同
し
た
人
か
ら
の

協
賛
金
で
賄
い
、
衣
装
も
自
前
で

購
入
し
ま
し
た
。

　

練
習
を
重
ね
た
後
、
六
月
一
日

か
ら
運
行
を
始
め
ま
し
た
。
現
在

の
会
員
数
は
四
十
人
で
、
全
員
が

無
報
酬
で
す
。
車
夫
も
会
員
の
有

志
が
務
め
ま
す
。
皆
、
仕
事
を
持

ち
な
が
ら
の
活
動
な
の
で
、
車
夫

の
割
り
当
て
に
苦
労
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

コ
ー
ス
は
元
町
会
館
を
発
着
と

す
る
三
コ
ー
ス
で
、
寺
町
や
石
灯

龍
、
七
間
通
り
な
ど
を
回
り
、
十

五
分
か
ら
四
十
五
分
で
観
光
案
内

を
し
ま
す
。
料
金
は
千
円
か
ら
三

千
円
で
す
。
収
益
は
す
べ

て
二
台
目
の
購
入
資
金
に

充
て
ら
れ
ま
す
。

　

会
で
は
、
会
長
を
「
組

頭
」
、
会
則
を
「
定
め
書
」

と
呼
ぶ
な
ど
遊
び
心
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
組
頭
を
務

め
る
朝
日
正
幸
さ
ん
（
美

川
町
）
は
「
観
光
客
に
大

野
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
い
で
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
も
ど
ん
ど
ん
乗
っ
て
、

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再
発

見
し
て
く
だ
さ
い
。
早
く

二
台
目
が
購
入
で
き
れ
ば

よ
い
で
す
ね
」
と
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

運
行
は
、
土
・
日
曜
日
と
祝
日

の
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
、
十

一
月
中
旬
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
雨
の
日
は
運
休
す
る
と
の
こ

と
で
す
。
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、

番
頭
役
を
務
め
る
市
役
所
商
工
観

光
課
の
横
井
一
博
さ
ん
（
豊
6
6
・

I
I
I
内
線
3
3
2
）
ま
で
。
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少
年
ス
ポ
ー
ツ
の

　
　

手
伝
い
を
し
ま
す

　

細
川
さ
ん
は
、
現
在
大
野
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
リ
ー
ダ
ー
会
に
所
属

し
、
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
は
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
役
と
し
て
、

キ
ャ
ン
プ
や
奉
仕
活
動
の
指
導
し

て
い
ま
す
。

　

小
学
生
の
時
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
所
属
し
て
い
た
経
験
か
ら
、
社

会
体
育
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
、
ド
イ
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
大
野
を
訪
問
し
た
際
、
何
か

手
助
け
を
し
た
く
て
、
申
し
出
だ

の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
れ
か
ら

リ
ー
ダ
ー
会
に
参
加
し
、
仲
間
だ

ち
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
で
は
短
気
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
指
導
中
は
根
気
強
く
教

え
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
団
の
指
導

者
や
仲
間
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多
い

よ
う
で
す
。
将
来
は
指
導
者
と
し

て
の
資
格
を
取
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

来
年
の
春
、
高
校
を
卒
業
し
ま

す
が
、
大
好
き
な
大
野
で
就
職
し

た
い
そ
う
で
す
。
「
社
会
人
に
な

っ
て
も
活
動
は
続
け
た
い
で
す
。

も
っ
と
仲
間
が
増
え
て
活
発
に
活

動
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
意
欲
満
々
。
九
月
一

日
に
市
内
で
行
わ
れ
る
県
ス
ポ
ー

ツ
少
年
大
会
に
も
参
加
し
、
運
営

の
手
助
け
を
し
ま
す
。

細川美歩さん

　　

（18歳・深井）



私宅，ベノ・｀ぐこ：＜

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
参
加
し
た
い
の
で
す
が

【il

　

私
は
長
い
間
造
園
業

の
会
社
で
働
い
て
き
ま

し
た
。
孫
が
生
ま
れ
て

面
倒
を
見
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

り
、
し
ば
ら
く
仕
事
か
ら
離
れ
て

い
ま
す
。

　

最
近
新
聞
で
、
市
の
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
記
事
を
見
か
け

ま
し
た
。
孫
も
大
き
く
な
り
手
が

か
か
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、
も
う

少
し
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

体
は
い
た
っ
て
健
康
で
す
が
常
勤

の
仕
事
は
家
事
の
都
合
で
無
理
で

す
。
身
に
付
け
た
技
能
で
地
域
に

役
立
ち
た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

（
匿
名
希
望
・
6
5
歳
女
性
）

A

　

社
団
法
人
大
野
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
勤
労
意
欲
を
持
つ

高
齢
者
に
適
し
た
補
助
的
、
短
期

的
な
仕
事
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
六
十
三
年

五
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
地
域
社

会
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
な
が
ら
事

業
の
推
進
、
拡
大
を
図
っ
て
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
の
会
員
は
お
お
む

ね
六
上
歳
以
上
の
人
で
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
人
で
す
。
現
在
の

会
員
数
は
、
四
百
七
上
人
で
す
。

　

仕
事
は
主
と
し
て
、
企
業
、
公

共
機
関
、
そ
し
て
一
般
家
庭
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
仕
事
を
セ
ン
タ
ー
が

引
き
受
け
、
本
人
に
適
し
た
仕
事

を
会
員
に
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
造
園
作
業

も
そ
の
一
つ
で
す
。
従
っ
て
発
注

者
と
は
直
接
雇
用
関
係
が
な
く
、

ま
た
一
定
の
収
入
を
保
証
す
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
に
従

事
す
る
と
、
定
め
ら
れ
た
日
に
配

分
金
を
セ
ン
タ
ー
か
ら
直
接
本
入

へ
お
渡
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
説
明
会
を
毎
月

二
回
、
有
終
会
館
で
開
い
て
い
ま

す
。
説
明
会
後
、
趣
旨
を
理
解
し

て
い
た
だ
い
た
人
に
入
会
を
勧
め

て
い
ま
す
。
年
会
費
は
千
円
で
す
。

ぜ
ひ
、
会
員
と
な
る
よ
う
お
勧
め

し
ま
す
。
（
大
野
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）

お特派

夢
が
か
な
い
サ
ー
カ
ス
の
ス
タ
ー
に

清
水
裕
美
さ
ん
（
1
8
歳
・
清
瀧
出
身
）

　

清
水
さ
ん
は
、
家
族
と
五
年
前

に
サ
ー
カ
ス
を
見
て
「
こ
れ
だ
」

と
思
い
、
中
学
卒
業
と
同
時
に
反

対
す
る
両
親
を
説
得
し
て
入
団
し

ま
し
た
。
熱
心
な
練
習
の
結
果
、

げ
た
を
履
い
て
の
「
針
金
渡
り
」

や
「
八
人
乗
り
自
転
車
」
な
ど
重

要
な
役
ど
こ
ろ
を
マ
ス
タ
ー
し
ま

し
た
。
は
ら
は
ら
ど
き
ど
き
の
演

技
で
す
が
、
本
人
は
サ
ー
カ
ス
は

運
動
神
経
で
は
な
く
、
や
る
気
が

大
切
だ
と
考
え
て
ま
す
。

　

年
六
回
の
公
演
が
あ
り
全
国
各

地
を
訪
れ
ま
す
が
、
大
野
に
帰
れ

る
の
は
年
に
I
～
二
度
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
今
回
の
福
井
公
演
を
利

用
し
て
自
動
車
免
許
を
取
得
中
と

の
こ
と
で
す
。

　

団
の
綱
渡
り
す
べ
て
を
マ
ス
タ

ー
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
清
水
さ

ん
は
「
高
所
で
の
演
技
な
の
で
恐

怖
感
は
い
つ
も
あ
り
、
失
敗
も
し

ま
す
。
で
も
拍
手
喝
さ
い
を
も
ら

え
れ
ば
最
高
の
気
分
で
す
」
と
す

て
き
な
笑
顔
で
す
。
今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
尽
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

●
市
日
中
友
好
協
会

　

会
員
募
集
と
中
国
語
講
座

　

大
野
市
日
中
友
好
協
会
で
は
、

両
国
の
相
互
理
解
と
友
好
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
会
費
は
年
額

2
0
0
0
円
で
す
。

【
中
国
語
講
座
一

期
間
8
月
託
日
計
か
ら
毎
週
月

　

曜
日
計
2
0
回
の
予
定
午
後
7

　

時
～
9
時

場
所
有
終
会
館

受
講
料
月
額
5
0
0
円

申
込
・
問
合
せ
先
大
野
市
日
中

　

友
好
協
会
事
務
局
の
松
井
巽
さ

　

ん
（
豊
6
5
・
0
1
2
7
）
も
し

　

く
は
市
役
所
秘
書
広
報
課
友
好

　

交
流
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
2
2
2
）
ま
で

●
市
民
総
観
光
ガ
イ
ド

　
　
　
　

養
成
研
修
会

　

大
野
を
知
り
地
域
に
貢
献
す
る

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研
修
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
9
月
6
日
参
～
2
7
日
冷
ま

　

で
の
毎
週
金
曜
日
計
4
回

　

午
後
7
時
～
9
時

場
所
有
終
会
館

締
切
8
月
1
5
日
本

申
込
・
問
合
せ
先
市
観
光
協
会

　

（
豊
6
5
・
5
5
2
1
）
ま
で



ブナ林を守る大野市民へ
民間環境団体から感謝状

　

大野市が巣原地区にある「平家平」を環境

保全のため取得したことに対し、九頭竜川水

系の環境保護などを進める民間団体「ドラゴ

ンリバー交流会」から、6月26日感謝状が贈

られました。同交流会の吉田秀尾副会長ら4

人が訪れ「維持管理に大変ですが、今後も頑

張ってほしい」と市長を激励しました。同交

流会では、趣旨に賛同する会員を募集してい

るとのことです。詳しくは、事務局長の木幡

雅好さん（豊0776・20・5484）まで。

男女共同参画社会を目指して

輝ラ輝ラ女性セミナー開講

　

6月13日、有終会館で市教育委員会主催の

新しいま女性の生き方をテーマにした［輝ラ輝

ラ女性セミナー］が開講しました。自己紹介

に引き続いて、42人の受講生が市役所の機構

や市内の女性団体について学習しました。今

後は10月まで計10回、女性を取り巻く社会環

境や家庭問題、女性から見た「おとこ学」な

どを講義や座談会で学習していく予定です。

イトヨ、水…そして清酒

日中が合同でテレビ番組を制作

　

6月13・14日、FBCと友好関係を結んで

いる中国の浙江省電視台（放送局）が、合同

で市内の撮影を行いました。これは福井県と

浙江省の自然をテーマにした特別番組の製作

をするためです。大野の水とイトヨにスポッ

トを当て、本願清水や開成中学校、造り酒屋、

寂円禅師ゆかりの宝慶寺などを取材。中国で

の撮影を終えて、1時間番組に製作され、12

月か来年1月に県内と浙江省で放送されます。

話猫回底場
j泌轡広報課広報広聴係豊66－1111



勅備回也酒
平和を夢見て描いた絵や詩

テレジン収容所の幼い圖家たち展

　

第2次世界大戦中、ナチスドイツのテレジ

ン収容所で強制労働させられた子供たちが描

いた絵や詩を展示した「テレジン収容所の幼

い画家たち展」が、7月5～7日の3日間、

市文化協会主催により有終会館で開かれまし

た。収容所には子供たち約1万5千人が収容

され、多くはアウシュビッツへ送られ生き残

っだのは約100人といわれています。作品の

多くは、楽しかった時の思い出や、草花、ご

ちそうなどで、訪れた人たちは命の尊さ、戦

争の悲惨さを痛感していました。

5。4．3．2．1．0発射！

親子でペットボトルロケット

　

7月7日、市図書館による「ペットボトル

ロケットを作り実際に飛ばす教室」が開催さ

れました。遊びながらリサイクルの心を養う

ことが目的です。当日は、市外からの参加者

を含め30組の親子が参加。講師の指導を受け

ながら2時間をかけて作ったロケットを、市

民グラウンドで実際に飛ばしました。自転車

の空気入れで圧力をかけ、中に入れられた水

の勢いで飛び出します。どのロケットも初め

てとは思えないほどの出来栄えで、中には

100に近く飛ぶ物もありました。

私たちで学び、まちづくり

8年度の越前大野平成塾が開講

　

7月10日、人づくり事業の一つ越前大野平

成塾8年度生の開講式が有終会館で行われま

した。今年は30歳代を中心に地域づくりや郷

土に関心のある市民42人が参加。特に女性の

参加者が増えています。全員の自己PRに引

き続いて、各年代ごとに運営委員8人を選出

しました。最後に、塾の運営方法や学習テー

マ・助言者・講師などについて活発に話し合

いました。

身近な話題をお知らせください。



お
知

らせ

8月

●
高
齢
者
の
交
通
安
全
指
導

　
　
　

「
婦
人
交
通
協
助
員
」

　

大
野
交
通
安
全
協
会
で
は
、
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
図
る
た

め
、
2
2
人
の
婦
人
交
通
協
助
員
を

委
嘱
し
て
い
ま
す
。
協
助
員
は
、

主
に
高
齢
者
を
対
象
に
巡
回
方
式

に
よ
る
交
通
安
全
教
育
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
や
和
泉
村
内
の
家
庭
を
訪

問
し
て
、
高
齢
者
本
人
や
家
族
に

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
大
野
警
察
署
内
大
野

　

交
通
安
全
協
会
事
務
局
（
豊
6
5

　

・
4
8
8
5
）
ま
で

支部名 氏名 支部名 氏名

大野支部

北川葉子

篠島喜恵子

服部はる美

吉田みや子

小山支部
松井とよい

吉田美也子

乾側支部
北山よし子

清水悦子

下庄支部
深井和子

出所英子
阪谷支部

南川ふじえ

藤田能子

上庄支部
辻内道代

築紫喜代子
和泉支部

須甲喜美枝

松田ユリ子

富田支部
鮮山夏賞

松田照子 事務局

笹島光子

松本由岐子

谷口きよみ五箇支部 林ちさと

●
記
録
映
画
「
西
谷
村
」

　

上
映
会

　

大
風
水
害
に
よ
り
廃
村
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
旧
西
谷
村
が
、
失
わ

れ
る
ふ
る
さ
と
の
生
活
や
文
化
、

自
然
を
記
録
し
た
映
画
を
無
料
上

映
し
ま
す
。

日
時
8
月
1
5
日
④
午
前
1
0
時

　

3
0
分
、
午
後
1
時
3
0
分
の
2
回

場
所
有
終
会
館

問
合
せ
先
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

　

リ
ー
（
容
6
6
・
5
5
0
0
）
ま
で

・
行
方
不
明
者
を
探
す

　

相
談
所
開
設

　

警
察
で
は
、
8
月
中
「
行
方
不

明
者
を
探
す
相
談
所
」
を
開
設
し

ま
す
。
相
談
所
で
は
皆
さ
ん
の
期

待
に
応
え
る
た
め
、
全
国
の
資
料

を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
遠
慮

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
間
8
月
1
日
④
～
3
1
日
①

場
所
県
警
察
本
部
鑑
識
課
（
豊

　

0
7
7
6
・
2
2
・
2
8
8
0
内

　

線
2
3
6
7
）
ま
た
は
県
内
各

　

警
察
署
刑
事
・
生
活
安
全
課

　

（
係
）

・
実
用
習
字
講
座

　

大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
実
用
習
字
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
9
月
4
日
⑥
～
H
月
2
7
日

　

④
の
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時

　

～
9
時
計
1
3
回

場
所
大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

　

タ
I

内
容
日
常
よ
く
使
う
金
封
や
は

　

が
き
な
ど
の
表
書
き
と
年
賀
状

　

の
練
習
（
小
筆
）

定
員
先
着
2
0
人

受
講
料
一
人
3
0
0
0
円

申
込
・
問
合
せ
先
大
野
地
域
職

　

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
6

　

8
4
0
）
ま
で

●
児
童
セ
ン
タ
1
4
館
合
同

　
　
　
　
　

2
泊
研
修
会

　

市
の
各
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、

夏
の
自
然
に
触
れ
、
仲
間
の
輪
を

広
げ
よ
う
を
合
い
言
葉
に
4
館
合

同
の
2
泊
研
修
を
行
い
ま
す
。

期
日
8
月
2
9
日
④
～
3
1
日
①

場
所
県
立
奥
越
高
原
青
少
年
自

　

然
の
家

定
員
各
児
童
セ
ン
タ
ー
2
0
人
ず

　

つ
計
8
0
人

対
象
市
内
の
小
学
生

参
加
費
2
5
0
0
円

締
切
8
月
1
0
日
①

申
込
・
問
合
せ
先
各
児
童
セ
ン

　

タ
ー
（
南
部
児
童
セ
ン
タ
ー

　

容
6
6
・
2
1
3
3
北
部
児
童

　

セ
ン
タ
ー
容
6
5
・
3
6
6
5

　

西
部
児
童
セ
ン
タ
ー
豊
6
6
・
0

　

9
1
2
東
部
児
童
セ
ン
タ
ー

　

豊
6
6
・
5
2
3
3
）
ま
で

●
奥
越
史
料

　

第
二
十
五
号
発
行

内
容
▼
明
治
維
新
後
の
大
野
藩

　

の
動
向
▼
大
老
利
勝
の
甲
冑
▼

　

古
河
藩
土
井
家
と
奇
し
き
因
縁

　

の
越
前
大
野
郡
司
（
領
主
）
朝

　

倉
家
の
後
裔
た
ち
▼
大
野
屋
の

　

新
資
料
H
▼
扇
踊
り
の
現
状
と

　

歌
謡
音
曲
の
特
徴
に
つ
い
て
▼

　

築
城
全
書
名
義
解
（
資
料
）

金
額
1
2
0
0
円

販
売
場
所
市
郷
土
歴
史
館

問
合
せ
先
市
教
育
委
員
会
文
化

　

振
興
室
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
5
4
7
）
ま
で

交通
安全

聶
び

自
分
で
は
気
付
き
に
く
い

　
　

「
覚
低
走
行
」

　

夏
休
み
に
な
り
、
家
族
で
遠

出
す
る
機
会
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
楽
し
い
思
い

出
に
す
る
た
め
に
、
十
分
な
休

養
・
睡
眠
と
計
画
性
の
あ
る
ド

ラ
イ
ブ
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

眠
気
を
感
じ
た
ら
、
長
め
の

仮
眠
を
取
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

短
い
一
瞬
の
眠
り
で
も
目
覚
め

た
直
後
は
す
っ
き
り
し
た
よ
う

な
感
じ
が
し
て
車
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
す
。
し
か
し
、
体
は
ま

だ
睡
眠
を
求
め
、
次
に
は
も
っ

と
深
い
眠
り
に
引
き
込
ま
れ
て

い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
大
変
恐
ろ
し
い
こ
と
で

す
。
仮
眠
は
、
少
な
く
と
も
四

十
五
分
か
ら
一
時
間
は
必
要
で

す
。

　

居
眠
り
ま
で
は
い
か
な
く
と

も
単
調
な
運
転
を
続
け
て
い
る

内
に
、
意
識
レ
ベ
ル
の
低
下
が

起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
前

の
車
に
つ
い
て
何
と
な
く
運
転

し
て
い
ま
す
が
、
判
断
力
や
反

応
も
鈍
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
覚

低
走
行
」
と
い
わ
れ
る
状
態
で

す
。
明
ら
か
な
疲
労
と
は
違
っ

て
、
自
分
で
は
気
付
き
に
く
い

こ
と
も
問
題
で
す
。

　

交
通
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
自

分
の
心
身
の
状
態
を
き
ち
ん
と

把
握
し
、
無
理
を
せ
ず
余
裕
の

あ
る
運
転
を
心
掛
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。



●INFORMATION

●
老
齢
基
礎
年
金
の

　

繰
上
請
求
は
慎
重
に

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
は
、
原
則
と
し
て
6
5
歳
か
ら

で
す
が
、
希
望
す
れ
ば
6
0
歳
か
ら

6
4
歳
ま
で
の
間
に
「
繰
上
請
求
」

が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
繰
上
請
求
に
は
次
の

よ
う
な
制
約
が
伴
い
ま
す
の
で
、

慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
年
金
額
の
支
給
割
合
が
請
求
時

　

の
年
齢
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
、

　

6
5
歳
を
1
0
0
％
と
す
る
と
生

　

涯
一
定
で

　

6
4
歳
＝
8
9
％
、
6
3
歳
＝
8
0
％

　

6
2
歳
＝
7
2
％
、
6
1
歳
＝
6
5
％

　

6
0
歳
＝
5
8
％

②
受
給
対
象
月
は
、
請
求
を
し
た

　

月
の
翌
月
か
ら

③
受
給
中
は
ほ
か
の
年
金
が
支
給

　

停
止

④
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
と
支
給

　

停
止

⑤
障
害
基
礎
年
金
や
寡
婦
年
金
の

　

請
求
が
不
可

⑥
配
偶
者
の
死
亡
に
よ
る
遺
族
厚

　

生
（
共
済
）
年
金
の
受
給
資
格

　

が
で
き
て
も
、
6
5
歳
に
な
る
ま

　

で
ど
ち
ら
か
選
択

　

詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
市
民

課
年
金
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内

線
4
5
5
）
ま
で

●
健
康
生
活
「
気
づ
き
講
座
」

市
で
は
健
康
意
識
の
向
上
と
生

活
改
善
の
実
践
に
よ
り
、
成
人
病

を
予
防
す
る
こ
と
目
的
と
し
て
、

健
康
生
活
「
気
づ
き
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。

期
日
8
月
2
1
日
⑥
・
9
月
3
0
日

　

月
、
1
0
月
1
7
日
④
・
3
1
日
囚
・

　

H
月
1
8
日
⑥
・
1
2
月
2
日
⑥
・

　

1
月
1
4
日
㈹
・
2
月
2
5
日
収

　

1
回
2
時
間
程
度

場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
せ
先
市
役
所
市
民

　

課
国
保
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
5
7
）
ま
で

●
夏
休
み
ビ
デ
オ
映
画
劇
場

場
所
市
図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

期
日
・
作
品
8
月
9
日
毎
＝

　

「
先
生
の
つ
う
し
ん
ぼ
」
H

　

日
⑧
＝
幼
児
・
低
学
年
向
け
ア

　

ニ
メ
1
3
日
汚
＝
「
ユ
ッ
コ
の

　

贈
り
物
」
2
0
日
酋
＝
「
あ
す

　

も
夕
や
け
」
2
5
日
⑨
＝
幼

　

児
・
低
学
年
向
け
ア
ニ
メ
時

　

間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
か
ら

　

入
場
無
料

問
合
せ
先
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

　

リ
ー
（
容
6
6
・
5
5
0
0
）
ま
で

●
陽
明
中
吹
奏
楽
の
タ
ベ

日
時
8
月
2
2
日
④
午
後
6
時

　

5
0
分
開
演

場
所
市
文
化
会
館

内
容
ホ
ー
ル
＝
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

　

部
に
よ
る
演
奏
会
ホ
ワ
イ
工

　

＝
美
術
部
に
よ
る
作
品
展
示

主
催
・
問
合
せ
先
陽
明
中
学
校

　

P
T
A
（
豊
6
5
・
1
1
2
1
）

ま
で

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
の

　

た
め
の
手
話
講
座

日
時
8
月
2
1
日
⑥
～
H
月
2
7
日

　

④
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
午
後

　

7
時
～
9
時
計
1
5
回

場
所
有
終
会
館

費
用
無
料

締
切
8
月
1
9
日
⑥

申
込
・
問
合
せ
先
市
社
会
福
祉

　

協
議
会
（
豊
6
5
・
8
7
7
3
）

　

ま
で

●
県
立
美
術
館

　
　
　

館
蔵
品
公
開
展

　

県
立
美
術
館
で
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
大
野
市
で
館
蔵
品
展
を
開

催
し
ま
す
。
今
回
の
公
開
展
で
は

平
成
7
年
度
の
新
収
蔵
品
を
は
じ

め
郷
土
ゆ
か
り
の
作
家
な
ど
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
8
月
1
8
日
⑨
～
3
1
日
①
の

　

火
曜
日
を
除
く
午
前
9
時
～
午

　

後
5
時
（
3
0
日
は
午
後
8
時
ま

　

で
3
1
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

場
所
有
終
会
館

閲
覧
料
一
般
・
大
学
生
＝
1
0

　

0
円
高
校
生
以
下
・
7
0
歳
以

　

上
・
障
害
者
＝
無
料

問
合
せ
先
市
教
育
委
員
会
文
化

　

振
興
室
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
5
4
7
）
ま
で

●
宮
沢
賢
治
の
世
界

　

図
書
館
友
の
会
で
は
、
今
年
生

誕
1
0
0
年
に
あ
た
る
宮
沢
賢
治

の
世
界
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

開
き
ま
す

【
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
＆
ス
タ
ー
ウ
オ

ッ
チ
ン
グ
】
8
月
1
2
日
⑧
午
後
9

　

時
・
大
矢
戸
天
文
台
＝
大
矢
戸

　

天
文
台
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
星
の

　

道
案
内

【
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
・
賢
治

の
童
話
】
8
月
2
2
日
④
午
後
2
時

　

・
市
図
書
館
＝
「
賢
治
は
宇
宙

　

人
だ
っ
た
」
を
副
題
に
、
童
話

　

朗
読
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

申
込
・
問
合
せ
先
図
書
館
友
の

　

会
加
藤
あ
や
子
さ
ん
（
豊
6
4

　

・
1
5
2
3
）
ま
で

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
　
　

策
定
委
員
募
集

　

大
野
の
ま
ち
の
将
来
像
と
な
る

「
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
策
定

の
た
め
、
お
お
の
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、

「
こ
ん
な
ま
ち
に
住
み
た
い
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
8
0
0
字
程
度
の

作
文
を
添
え
て
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
別
途
配
布
さ
れ
る

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
定
員
4
人

申
込
期
限
8
月
1
2
日
⑥

申
込
・
問
合
せ
先
市
役
所
都
市

　

計
画
課
計
画
開
発
係
（
豊
6
6
。

　

1
1
1
1
内
線
3
5
3
）
ま
で

ニュースポーツを楽しもう

インディアカ教室

日時8月22日（丞）・29日④・9月5日（丞）・12日④・19日

　

体）・26日④・10月3日囚の午後7時～9時計7回

場所エキサイト広場アリーナ

対象者小学3年生以上の市内在住者、50人程度

　　　　

ただし小中学生は保護者同伴

参加料傷害保険料として350円

締切8月13日床）

申込・問合せ先市教育委員会スポーツ課

＿（066・1111内線531）まで



″
一
」

⑩
甲
子
園
出
場
記
念
の
メ
ダ
ル

　

中
村
甚
吉
さ
ん
（
上
荒
井
）

　

上
荒
井
の
中
村
甚
吉
さ
ん
（
4
1
歳
）
の
宝

は
、
甲
子
園
に
出
場
し
た
記
念
の
メ
ダ
ル
で

す
。
中
村
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
七
年
の
春
、

昭
和
四
十
八
年
の
春
、
夏
と
三
回
、
福
井
商

業
高
校
か
ら
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
メ
ダ

ル
は
、
金
二
個
と
銀
一
個
の
計
三
個
持
っ
て

い
ま
す
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
野
球
が
大
好
き
で
、
近

所
の
仲
間
が
集
ま
れ
ば
野
球
ば
か
り
の
毎
日

で
し
た
。
小
山
中
学
校
で
県
大
会
に
優
勝
し
、

野
球
が
し
た
く
て
福
井
商
業
高
校
へ
進
み
ま

し
た
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
で
し

た
。
猛
練
習
の
毎
日
で
、
甲
子
園
出
場
が
決

ま
っ
た
時
は
感
動
し
た
そ
う
で
す
。
初
出
場

は
控
え
選
手
で
、
あ
ま
り
緊
張
は
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
入
場
行
進
で
は
球
場
の
広
さ
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
大
会
に
は
、

後
に
巨
人
に
入
っ
た
江
川
投
手
や
広
島
の
達

川
捕
手
ら
が
い
ま
し
た
。

　

一
番
の
思
い
出
は
、
三
年
生
の
春
の
大
会

で
す
。
一
点
リ
ー
ド
さ
れ
た
最
終
回
、
一
ア

ウ
ト
ニ
・
三
塁
で
一
打
出
れ
ば
逆
転
の
チ
ャ

ン
ス
に
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の
中
村
さ
ん
に
打

順
が
ま
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
ヒ
ッ
ト

性
の
当
た
り
を
相
手
の
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
で

捕
ら
れ
試
合
終
了
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。
悔

し
涙
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土
を
集
め
ま
し
た
。

こ
の
土
は
、
末
永
く
身
近
に
置
き
た
い
と
の

思
い
か
ら
自
宅
の
庭
に
ま
き
ま
し
た
。

　

現
在
も
趣
味
で
、
軟
式
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
「
仕
事
な
ど
で

苦
し
い
時
は
こ
の
メ
ダ
ル
を
見
て
頑
張
り
ま

す
。
野
球
を
通
し
て
教
わ
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
や
礼
儀
は
、
社
会
に
出
て
も
役
立
っ
て
い

ま
す
。
今
野
球
を
し
て
い
る
少
年
た
ち
に
は
、

技
術
と
同
じ
よ
う
に
心
を
大
事
に
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
」
と
話
す
中
村
さ
ん
か
ら
は
、
野

球
に
対
す
る
愛
情
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

市民のうごき

7月1日現在 前月比

世帯数 11．477世帯 3世帯

人口 41，478人 7人

内訳
男 19，825人 11人

女 21，653人 △4人

6月中の異動
転入 43人 出生 35人

転出 41人 死亡 30人

市内の交通事故状況（nヵヽ9）at）

件数内訳
平成8年

6月末

平成7年

6月末
比較

総件数 240件 289件 △49件

人
身

事
故

件数 61件 76件 △15件

死者 O人 O人 O人

傷者 80人 101人 △21人

物損事故 179件 213件 △34件

表
紙
の
こ
と
ば

　

和
泉
村
と
の
境
界
近
く
の
国

道
1
5
8
号
沿
い
に
あ
る
霧
降

の
滝
。
大
正
五
年
九
月
八
日
付

け
の
大
阪
朝
日
新
聞
に
も
九
頭

竜
川
の
奇
観
の
地
と
し
て
「
高

さ
三
間
、
幅
二
間
に
過
ぎ
な
い

が
、
水
量
豊
富
で
飛
沫
は
対
岸

ま
で
及
ぶ
」
と
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
る
で
天
然
の
ク
ー
ラ

ー
の
よ
う
で
す
。

編
集
後
記

　

行
政
の
広
報
と
い
う
と
、
ど

う
し
て
も
堅
い
話
題
が
多
く
な

り
ま
す
。
今
月
も
市
の
財
政
状

況
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
に
は
あ
ま
り
面
白
く
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
市
民
生
活

の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。
難

し
い
話
題
の
後
は
、
涼
み
所
の

ガ
イ
ド
を
参
考
に
し
て
出
か
け

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

匙
‘

i91

　

越
前
大
野
は
峡
の
国

で
あ
る
I
こ
の
と
こ
ろ

「
ど
ん
な
町
、
き
っ
と

い
い
と
こ
ろ
な
ん
で
し

ょ
う
ね
？
一
度
行
っ
て

み
た
い
」
と
、
他
所
の

人
か
ら
の
問
い
尋
ね
が
続
く
。
そ
う
改
め
て
聞

か
れ
る
と
紹
介
に
窮
す
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
に

は
訳
が
あ
っ
た
▼
冒
頭
句
は
本
県
出
身
の
作
家

大
島
昌
宏
の
近
作
「
そ
ろ
ば
ん
武
士
道
」
の
書

き
出
し
で
あ
る
。
先
ご
ろ
市
内
で
同
氏
の
講
演

会
も
あ
っ
て
存
じ
よ
り
だ
ろ
う
が
、
大
野
を
主

題
材
と
し
た
歴
史
小
説
で
話
題
作
。
問
い
合
わ

せ
は
読
後
の
人
だ
ち
か
ら
で
あ
り
、
そ
こ
に
は

一
種
の
渇
望
め
い
た
響
き
す
ら
感
じ
ら
れ
た
▼

地
域
P
R
・
メ
デ
ィ
ア
に
占
め
る
小
説
や
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
の
効
果
の
大
き
さ
は
言
わ
ず
も
が
な

で
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
い
か
ん
に
成
否
が
か
か
っ

て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
さ
て
物
語
類
に
大
野

が
登
場
す
る
の
は
、
残
念
な
が
ら
少
な
い
。
主

舞
台
物
と
も
な
る
と
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
い
▼

初
見
は
古
典
・
太
平
記
の
一
段
「
越
前
牛
原
地

頭
自
害
事
」
。
主
題
材
小
説
の
最
初
は
本
県
出

身
の
有
明
夏
夫
作
「
幕
末
早
春
賦
」
で
あ
ろ
う
。

先
般
死
去
し
た
綱
淵
謙
錠
作
「
苔
」
は
再
評
価

の
好
機
か
も
。
ほ
か
山
田
風
太
郎
作
「
摩
群
の

通
過
」
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
「
可
奈
子
」
な
ど

も
あ
る
▼
大
野
の
町
は
青
白
い
底
光
り
を
見
せ

て
い
た
I
と
「
そ
ろ
ば
ん
武
士
道
」
は
こ
う
結

ぶ
。
地
域
お
こ
し
や
活
性
化
と
い
い
観
光
地
に

し
て
も
、
と
も
す
れ
ば
一
過
性
に
頼
り
、
悪
く

す
れ
ば
コ
ジ
ツ
ケ
に
も
流
れ
や
す
い
。
そ
う
で

は
な
く
、
あ
り
の
ま
ま
の
郷
土
こ
そ
、
大
野
の

今
に
は
欲
し
い
。
底
光
り
と
は
何
か
、
示
唆
に

富
ん
で
い
る
。
（
M
）

発
行
福
井
県
大
野
市
．
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
‐
1
）
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